
甲府河川国道事務所の概要
当事務所は、災害に強く、誰もが安心して暮らすことができる活力と魅力に満ちた

国土づくりを目指し、河川事業及び道路事業を実施しています。

河川事業では、富士川、釜無川及び笛吹川等の計約 122km の維持管理、浸水被害解

消のための築堤護岸等の整備や河川防災ステーションの整備、環境整備等を行って

います。

また、道路事業では、国道 20 号、 52 号、 138 号、 139 号、中部横断自動車道の 5 路線、

計約 248km の維持管理、広域ネットワークを形成する中部横断自動車道（富沢～六郷）

の整備、道路拡幅やバイパスの整備、防災対策、交通安全対策等を行っています。
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河川事業
富士川は長野・山梨・静岡の 3 県にまたがる流域面積が 3,990km 久幹線

流路延長が 128km の一級河川で、甲府河川国道事務所が管理する延長 ■ 流量配分図
は、富士川及び釜無川、笛吹川等を合わせて約 122km です 。

安全で豊かな国土基盤づくりに向けた富士川の河川改修は、富

士川水系河川整備基本方針（平成 15 年 2 月策定、計画高水流量：清水

端 8,800m 沼、北松野 16,600m3/ s) に基づき、所要の治水施設を整備し

ます 。

さらに、段階的な整備を推進するため、富士川水系河川整備計画（平成

18 年 9 月策定、整備計画目標流量：清水端 6,800m3/s 、北松野 14,300m 刃 s)
• 3, 600 

' f ' ) 0 
に基づき、戦後最大規模の洪水を安全に流下させる治水施設等を整備し
ます 。

また、良好で快適な水辺環境を保全・整備するとともに、適正な河

川利用がなされるための維持修繕やその他の管理及び水防警報並び

に気象台と共同して洪水予報を実施します 。
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上 段 ・ 河 川 整備計画の

目 標流豆

下段 ： 計画高水流呈

富士川
6,800 ~ 14,300 

R 、 800 16 600 
●
浅原

橋

■

清
水端

■
北松野

河川改 修事 業箇所

総 合水系環境整 備事業 箇所

E コ 河川工作物関 連 応 急 対策 事 業箇所: 管理区間 （ 延長 ： 約 122km )
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:  富士 J'i1 の特徴 ] :  富士 J'ii の特徴 ] 
◆日本三大急流◆

富士） I  I は、最上川、球磨川と並び、日本三大急流の一つに数えられ、増水時には激流となって流れます 。

0 日本と外国の河川縦断面曲線 昭和 57 年 8 月洪水 （ 台風 10 号 ）
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▲甲斐市「旧竜王町」信玄堤

（信 玄 堤 上 流高遷濁流、 釜 無 JI/ 左 岸）

~ r~ -;:-:-~ 
▲橋脚と橋の流失

（ 旧国 鉄東 濤 道線鉄橋）

◆土砂流出が莫大◆

流域内を糸魚川・静岡構造線が縦断しており、崩壊

し易い地質となっています 。 このため、増水時には大量

の土砂が流れ出て、洪水氾濫の要因となるなど河川管
理上、重大な課題となっています 。 また、土砂が河川内

に堆積することによリ、河床が高くなる天井川となって

います 。

~ 

▲天井川の状況 （ 釜無川 ）

• •, 

▲昭和 57 年 8 月洪水 （ 台風 10 号 ） により大 量 の土砂流出

高

高

▲笛吹川三郡東 橋（ 市川三 郷 町 ）

.. 
▲武川村三吹地区 （ 新開地 ） 土石流がきた後の武川村中心街と、立ちすくむ住民

◆安全で安心な街づくり◆

洪水時の河川流量を安全に流下させ氾濫などの洪水被害を防ぎ、安全で安心な街づくりを目指して事業
を実施します 。

〇 洪水被害や浸水被害の解消を目的とした築堤や護岸、洪水・地震等の災害時における復旧活動の拠点と

なる河川防災ステーションの整備を実施します 。 ·

〇 堤防除草や河） I  I 巡視による点検などを行い安全な河川を維持するために日々管理に万全を期します 。

〇 平成 28 年 8 月 29 日に策定された「富士川流域の減災に係る取組方針」に従い、沿川自治体、県、国が一体と

なってハード ・ ソフト対策を推進します 。

〇 平成 29 年 3 月 21 日に公表された想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域図に基づき、自治体が改訂す

るハザードマップの検討を支援します 。
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「戸 i 峠・手 i 廿も地区築堤 J  [ 富士 JII 禾蔦地区河川防災ステーシ~ ー ］
◆事業の概要◆

身延町切石・手打沢地区は、身延町役場があり、災害時には町の中枢機能として重要な箇所ですが、昭和 34
年洪水、昭和 57 年洪水では堤防が無い、或いは低い箇所の為、浸水被害が発生しました。

このたぬ築堤護岸整備を実施し、浸水被害の解消を圏ります。

◆事業の効果◆

無堤防地区の築堤護岸等を整備し、戦後最大降雨（昭和 57 年洪水）による浸水被害の解消を図ります。

• 2019 年度の予定◆

切石地区の用地の取得を実施します。

◆概要図等◆

◆事業の概要◆

亡： 2018 年度まで

こコ ： 2019 年度
亡 ：残事業

狐 l 『 ,1 叫-- 切石地区

計画高水位▽

2019 年度実施箇所

（用地取得）

か じ ま

富士川下流部は人口、資産が集中する加島平野を抱えるとともに、東名高速道路や東海道新幹線等の東西
日本を結ぶ大動脈が存在するため、ひとたび氾濫すれば甚大な被害が生じる恐れがあります。また、当地区

は南海トラフ巨大地震による被害も懸念されています。

このため、氾濫時や大規模災害時において迅速な復旧活動を行うための河川防災ステーションを整備します。

◆事業の効果◆

河川防災ステーションを整備することにより、大規模災害時において、迅速な復旧活動の拠点となります。

• 2019 年度の予定◆

資材備蓄ヤードの護岸の整備を実施します。

◆概要図等◆

災害時においては、水防センターや一時避

難場所として活用され、また、ヘリポートなど

水防活動の拠点となります。

災害時においては、被災箇所の迅速かつ円滑

な復旧活動を行うための資機材提供を行う拠

点となります。
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~ 笛坂 m ヽ 酋嵌活床 □ 地区水辺環境整備 J  
◆事業の概要◆

かわなか じ ま

現在、笛吹川の石和地区の下流においては、サイクリン久散策等の日常的な利用や川中島合戦戦国絵巻、
花火大会、体験型鵜匠等のイベントなど、様々な河川利用がなされています。

笛吹市における「笛吹市ミズベリング構想」では、笛吹川の石和地区、石和温泉街等の周辺地域も含めて一

体的に整備を行うことにより、市民の憩いの場、観光資源として更に魅力的なまちづくりを目指しています。

本事業では、「笛吹市ミズベリング構想」を踏まえ、「笛吹市かわまちづくり」計画に基づき、河川利用上の安

全安心を確保した上で水辺の活用を行うことができるよう親水護岸を整備し、河川空間の利用促進による地

域活性化を図ります。

◆事業の効果◆

笛吹市の「かわまちづくり」と連携して親水護岸の整備を実施し、河川空間の利用促進により地域活性化に

寄与します 。

• 2019 年度の予定◆

モニタリングを実施します 。

◆事業の概要◆

平成 30 年 7 月豪雨等の近年の災害を踏まえ実施した重要インフラの緊急点検結果に基づき、

洪水時の危険性に関する緊急対策として、緊急的に樹木伐採等を実施し、早期に地域の安全性

の向上を図ります 。

◆実施内容◆

〇 迅速な避難につながる河川情報の提供

災害の切迫状況等を伝える簡易型河） I  I 監視カメラ等の設置

〇水害•土砂災害から命を守るインフラの強化

氾濫による危険性が特に高い等の区間において、樹木 ・ 堆積土砂等に起因した氾濫危険性解消を実施

〇 災害時にインフラの機能を維持するための電源確保

電力供給が停止した際にもインフラの機能を維持できるよう観測所等の停電対策の実施

0 データの確実な提供・活用のための機能強化

災害時でも運用を継続し、データを安定的に提供する為、観測所等の機能確保のための防水・浸水対策

◆概要図等◆

• 2  0  1  9 年度の予定◆
下平井地区などの樹木伐採を行います 。

凡例

E ニコ： 2018 年度まで

u 3  :  残事業

◆概要図等◆

— 翌 1!KJ 150 200 

凡例

E コ □ 2019 年度
(2018 年補正含む）
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:  維持管理 : ( 富士 m 水系における水位情報の提供 ] 
◆事業の概要◆

富士川は、長野・山梨・静岡の 3 県にまたがる、流域面積が 3,990km 、幹線流路延長が 128.0km の一級河川

で、そのうち甲府河川国道事務所で管理する延長は、富士川、釜無川、及び笛吹川等合わせて約 122km です 。

沿川住民が安心して生活でき、多くの人々から親しまれる河川とするために堤防、護岸、河川構造物等の河

川管理施設の維持・管理や堤防除草、河川巡視や定期的な点検等を実施しています 。

• 2  0  1  9 年度の予定◆
0 日常管理

・堤防、護岸や排水機場等の河川管理施設の点検を行います 。 点検により、変状が確認された際には、補修

等を行います 。

・堤防の状態を点検・把握するために堤防除草を実施します 。

・川の機能が正常に保たれているか、また堤防や樋管などに変状がないかなど、管内の河川巡視を実施し

ます 。

▲堤防点検

〇 緊急時の対応

・洪水や地震が発生した場合は、堤防、護岸、

樋門、及び排水機場などの状況を確認し、
被災に対して迅速に対応します 。
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▲河川管理施設の点検

・平成 29 年台風 21 号の出水の影 響

により河岸侵食が発生 。

（ 身延町西 嶋 地先 ）

疇

0 河川の機能を維持するための工事

・洪水時において安全な流れの阻害となったり、
河川の状況把握に支障となる河川内に繁茂し
た樹木の伐採を行います 。

= ・河道内に著し く繁 茂した樹木によ

・被 災 後す ぐ に台風の接近が予想 り、洪水時に水が流れにくくなりま

されたため、緊 急 対応として根固 す 。 また占可川の状況把握が出来

めブロックの設置を実施 。 な く なります 。

疇

i
樹木伐採により、洪水を安全に流

下させます 。 また、河川の状況把
握が容易に出来ます 。

◆事業の概要◆

•富土川水系においては、平成 27 年度より河川水位の概況を迅速かつ簡便に把握するための危機管理型

水位計を設置し、直轄河川管理区間における氾濫危険箇所の監視や自治体への避難判断の支援等を進

めてきました 。

・平成 30 年度には、新たに 45 箇所に同様の水位計を設置し、氾濫危険箇所の監視を強化しました 。

-- -——-————• • 一――――- .  —— ← ◆事業の効果◆

・ 直轄河川管理区間における氾濫危険箇所の水位把握が容易になり、迅速な対応が可能となります 。

・浸水リスク箇所や内水氾濫箇所への設置により、自治体の迅速な避難勧告等の判断•発令に寄与します 。

•水位観測結果の情報提供による減災効果（自助・共助）が期待されます 。

◆富士川水系情報提供システム◆

水位情報の提供

危機管理型水位計の情報は、 『川の水位情報』や『富士川水系＇「青報提供システム』
でご覧になることができます 。

【川の水位情報】 URL  

・川の水位情報では、危機管理型水位計、

通常水位計、河川カメラが同ー画面に表示

されます 。

・リアルタイムの河川水位に対応して色が

変化し、危険度がわかります 。

'————————————————————————————————————— 

【富士川水系情報提供システム】 ~ URL  

•富土川情報提供システムでは、一部の危

機管理型水位計の情報をご覧になれます 。

• このほか、富土川の水位や雨塁、ライブ
カメラなどのリアルタイムの状況や浸水リ

スク情報を確認することができます 。

https: //k. ri ver. qo. j p/ 回回

ー 一一 嗚回 f-, . . .  

●よ 9 け,.,,,. ゃ ,.,,o • ., 纏み奮わ C て"'"',. 雷 "'
・ 天曰.,  ●"・
＂ ア.,, ,... ., 
・ し " '  
· れ,_,,, ・ ..,. 塁... • 9 

・ 白賃........ て',. .• ,  ... " .  
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［調査］ [ 水辺のにぎわい創出 ] 
◆河川調査◆

雨量・水位・流量観測や水質調査、また、洪水時の河床変動調査や河川水辺の国勢調査など、富士

川の整備計画のフォローアップ、河川改修事業および河川管理の基礎資料を得るためにさまざまな調

査を行っています。

〇雨量観測、水位観測・流量観測及び水質調査、河床材料調査

〇洪水による河床変動の調査

◆富士川水系ミズベリングプロジェクト◆

ミズベリングプロジェクトとは

水辺に興味を持つ市民や企業、そして行政が三位一体となって、水辺とまちが一体となった美しい景観

と、新しい賑わいを生み出すムーブメントを、つぎつぎと起こしてい＜取リ組みです 。

(1) まちにある川や水辺空間の賢い利用

(2) 民間企業等の民間活力の積極的な参画

(3) 市民や企業を巻き込んだソーシャルデザイン

の 3 つを基本コンセプトとし、水辺とまちの未来のかたちをデザインし、「つくる」だけでなく「育てる」こと

を視野に入れた持続可能な未来を創造していくための取り組みを推進していきます 。

▲流 量 観測

11a,c- ..; 温

l ■'~ 

I  観光まちづくりにおける 5 つの要素 （ 対象範囲イメージ ） 1  
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▲水質調査 ビ
• ィ ベ ントの II ●

● 体験 ・ 零詈プログラムの景定

· 逓域プランドの確立

◆水辺の国勢調査◆

国土交適省では、全国の一級水系の河川において「環境」

という観点からとらえた基礎清報の収集整備を目的とする

「河川水辺の国勢調査」を実施しています。調査は、動物

や植物に関する 6 つの生物調査と、河道内の陸域における植

生分布状況及び水域における瀬・淵や水際部の状況等を調査

する河川環境基図作成調査、河川空間の利用実態を調査する

河川空間利用実態調査の計 8 項目にわけて実施しています。

今年度は、陸上昆虫類調査を実施します 。

▲生物調査

◆減災への取組◆

富士川水系では、平成 29 年 3 月 21 日に想定最大規模降雨に

よる洪水浸水想定区域図を公表しました 。 今後は、自治体に

よるハザードマップの改訂を支援します 。 また、現存する霞

堤の機能評価と機能保全に向けた検討を行います。

▲釜無川

,, 地域 の人づ く り
I  ( 人材百成 ・ 組 織 化 ） ' ＇宮士川水系ミズペ •r. ノグ研究云

I 地域の固有資源の再発見 I
• , 

、 （ 不 変 ・特有＝変 えら れ ない ）

`——————— 

I I  
—’’ 

——————————— 
ミズベリング・プロジェクトの範囲イメージ

• !ill 修などによる人材冑●

■ 行政・住罠・観光●看による

嶋蟻ぐるみの纏●化

■ 活霞できる竃嶋づくり

麟
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「かわまちづくり」支援制度

河口から水源地まで 様々な姿

を見せる河川とそれに繋がる
まちを活性化するため、 里町

村、民間事業者及び地元住民

と河川管理考の連携の下 、

「かわまちつくり」の取組を

支援し、河川空間とまち空間

が融合した良好な空間形成を

目指す施策。 (H28.2.10 改訂

により民間事業者が計画作成

の段階から参画可能に）

●富士川水系ミズベリング研究会◆

1  .  研究会の目的
富士川水系の水辺とまちの未来を創造していくための取り組みを推進してい＜ミズベリングに関する情報

を関係者で共有し、産官学との連携のあり方と人材活用方策について調査・研究を行う 。

2.  研究会の目標
研究会は、次項を達成することを基本目標とする 。

① 水辺を楽しむ人を増す・育てる ‘ 

② 水辺で街を変える人を増す・育てる

③ 水辺で新しいビジネスを作る人を増す・育てる

3.  研究会の構成
ミズベリングに関心をもって取り組む

産学官の機関・団体等によって構成 。 大

学コンソーシアムやまないと甲府河川

国道事務所で共同設置

（ 平成 27 年 3 月 3 日設立） 。

・甲府河川国道事

務所、山梨県（観光

部、県土整備部）、

笛吹市、富士川町

大学コンソーシアム
やまなし※

（県内 12 大学）

・（株） JTB 闘東

•やまなし観光推進

機構

※ 大学コン ソ ーシアムやまなし

大学間相互の連携による 多 様な交流機会の提供、教育・研究の相互補完・向上と成果の

還 元、全国 へ の情報発信に関する事業を行い 、 大学及び短期大学の特色ある発展を支援

するとともに地域の活力向上と地域経済の活性化に寄与することを目的 と して設立 。
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